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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
２

０
０

７
回
    

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
巡
回

巡
回

巡
回

巡
回
とと とと
榾
木

榾
木

榾
木

榾
木
採
取

採
取

採
取

採
取
    

    ◇
実

施
日
；
平

成
３

１
年

０
１

月
２

０
日

(
日

)
 
曇

り
後

小
雨

 
気

温
６

℃
。

◇
参

加
者
；
沖

﨑
吉

信
、
児

嶋
道

夫
、
川

島
 

功
、
生

熊
敏

男
・
千

満
子

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
５

名
。

 

作
業

作
業

作
業

作
業
内
容

内
容

内
容

内
容
    

・・ ・・
行

仙
宿

補
給

路
・

小
屋

内
の

点
検

。
 

・・ ・・
シ

イ
タ

ケ
用

榾
木

の
採

取
(
２

２
本

)
。

 

・・ ・・
カ

マ
ド

煙
突

接
点

部
の

点
検

。
 

・・ ・・
志

納
金

の
回

収
。

 

 
持
込
品

持
込
品

持
込
品

持
込
品
    

・・ ・・
チ

ェ
ン

ソ
ー

(
大

)
；

１
台

。
 

・・ ・・
靡

看
板

；
２

枚
(
行

仙
岳

、
怒

田
宿

)
。

 

 
次
回
以
降

次
回
以
降

次
回
以
降

次
回
以
降
のの のの
課
題

課
題

課
題

課
題
    
    

・・ ・・
煙

突
と

壁
の

接
点

の
防

火
対

策
。

 

・・ ・・
ロ

ケ
ッ

ト
ス

ト
ー

ブ
周

り
の

柵
設

置
。

 

 児
嶋

さ
ん

は
、

１
２

月
初

旬
に

目
の

手
術

を
さ

れ
、

し
ば

ら
く

山
も

ご
無
 

沙
汰

し
て

い
る

。
先

日
会

っ
た

時
、
年

令
的

な
こ

と
も

あ
っ

て
か

、
身

体
が

 

鈍
(
な

ま
)
っ

て
い

る
。
ち

ょ
こ

ち
ょ

こ
山

を
歩

か
ん

と
だ

め
だ

と
の

話
が

あ
 

っ
て

、
今

度
玉

置
山

辺
り

ド
ラ

イ
ブ

も
兼

ね
少

し
歩

き
に

行
く

か
と

の
話

に
 

な
っ

た
。
そ

の
後

、
私

の
家

に
立

寄
っ

て
く

れ
た

川
島

、
生

熊
さ

ん
も

同
行

 

す
る

こ
と

と
な

る
。

 

前
日

に
玉

置
神

社
へ

電
話

し
路

面
や

積
雪

の
事

を
問

合
せ

る
と
「

雪
の

量
 

は
例

年
よ

り
少

な
い

が
、
か

な
り

凍
結

し
て

い
る

。
十

分
に

気
を

つ
け

て
下

さ
い

」
と

の
話

し
、
又

天
気

予
報

も
日

曜
日

は
午

前
中

雨
で

、
ど

う
し

た
も

ん
か

と
悩

ん
で

い
た

が
、
そ

の
日

の
午

後
２

時
前

頃
か

、
市

内
で

火
事

が
発

生
し

２
軒

が
全

焼
と

な
っ

た
が

、
話

を
聞

く
と

薪
風

呂
で

煙
突

の
加

熱
で

は

な
い

か
、
煙

突
掃

除
を

し
て

い
た

が
壁

と
の

接
点

の
防

火
対

策
し

て
い

た
の

か
な

ど
の

話
を

聞
き

、
急

に
小

屋
の

こ
と

が
気

に
な

り
行

仙
宿

行
と

し
た

。
 

当
日

５
人

が
沖

﨑
車

１
台

で
７

時
３

０
分

出
発

。
 

一
時

間
で

浦
向

三
叉

路
に

着
く

が
、

見
え

る
山

に
雪

は
な

い
。

4
2
5
号

に

入
る

も
雪

は
な

く
、

倶
利

伽
羅
谷

に
か

か
る
橋

も
凍

結
し

て
い

な
い

。
 

９
時

前
登

山
口

に
、

こ
こ

ま
で

凍
結

や
雪

は
な

く
、
林

道
へ

の
落
石

も
な

か
っ

た
。

 

生
熊

さ
ん
運
転

で
大
半

を
モ
ノ
レ

ー
ル

で
揚
げ

、
他
４

人
は

補
給

路
を

歩

く
。
水
場

の
水

は
、

凍
結

も
な

く
細

い
水
流

で
あ

る
。

 

終
点
地

で
各
々

が
分
担

し
荷
揚
げ

、
村

吉
さ

ん
作
製

の
靡

看
板

は
、
ず

っ

し
り

と
か

な
り

の
重

さ
が

あ
り

、
丈

夫
に
作

っ
て

く
れ

た
こ

と
が
判

る
。

 

高
圧
線

下
の
雑

木
が
伐

採
さ

れ
て

い
る

か
期
待

し
て

い
た

が
、
ダ
メ

だ
っ

た
、

も
う

少
し
暖

か
く

な
っ

て
か

ら
だ
ろ

う
。

 

 
 

 

モ
ノ

レ
ー

ル
に

積
込

み
 

 
 

登
山

口
水

場
の

流
れ

 
 

行
者

堂
に

到
着

 

 こ
の

あ
た

り
か

ら
心
配

し
て

い
た

雨
が
降

り
出

し
て
来

た
、
や

や
急
ぎ
足

で
行

仙
小

屋
へ

。
尾
根
上

は
少
々

の
風

も
あ

っ
て

や
は

り
寒

い
。
温

度
計

は

６
℃

を
さ

し
て

い
た

。
こ

の
時
期

と
し

て
は

こ
ん

な
も

の
か

と
小

屋
へ

入
る

。
 

今
日

は
、
特
別

の
テ

ー
マ

が
な

い
中

、
川

島
さ

ん
よ

り
前

回
チ

ェ
ン

ソ
ー

が
途

中
か

ら
作
動

せ
ず

榾
木

１
本
切

除
で

中
断

の
た

め
、

シ
イ

タ
ケ

用
の

榾

木
を

採
取

す
る

と
の

こ
と

で
、

川
島

、
生

熊
。

沖
﨑

の
３

名
が

、
雨
具

着
用

し
戸
外

へ
。

児
嶋

さ
ん

と
千

満
子

さ
ん

に
は

、
カ

マ
ド

煙
突
等

の
防

火
具

合



 2 

の
点

検
と

小
屋

内
点

検
を
お
願

い
す

る
。

 

榾
木

は
、
カ

ラ
池
近

辺
で
ミ
ズ
ナ

ラ
２

本
を
伐

採
し

て
、
長

さ
1
1
0
㎝

の

榾
木

１
７

本
と

前
回
伐

採
し

た
木

か
ら

５
本

採
取

し
、
計

２
２

本
の

榾
木

を

確
保

し
た

。
前

回
確
保
済

と
併

せ
２

６
本

を
デ
ポ

す
る

。
 

春
頃

に
菌
打

ち
を

行
い

、
来
春

に
は

立
派

な
行

仙
シ

イ
タ

ケ
が
賞
味

で
き

る
か
楽

し
み

だ
？

 

小
一

時
間

で
作
業

を
終

え
、

１
１

時
頃

か
ら
昼
食

と
し

た
。

 

 
 

 

榾
木

用
ミ

ズ
ナ

ラ
伐

採
 

 
 

腐
倒

木
撤

去
 

 
 
 

 
ス

ト
ー

ブ
を

囲
み

昼
食

 

 児
嶋

さ
ん

か
ら

煙
突

の
ス

ス
取

り
は

、
年
末

の
迎
春
準
備

の
際

に
や

っ
た

の
で
心
配

な
い

が
、
カ

マ
ド
上

の
接

点
部

分
は

一
工

夫
必
要

で
、
次

回
に

で

も
対
応

す
る

と
の

話
で

あ
っ

た
。

 

ス
ト

ー
ブ

を
囲
み

５
人

が
車
座

と
な

る
。
途

中
、
児

嶋
さ

ん
は
持

参
の
ベ

ー
コ

ン
を
フ

ラ
イ
パ

ン
で
炒

め
、
皆

さ
ん

に
配

る
べ

く
立

ち
上

が
っ

た
時

、

囲
炉
裏
端

の
レ

ン
ガ

を
踏
み
外

し
ス

ト
ー

ブ
に

も
た

れ
か

か
り

、
左

手
が

ス

ト
ー

ブ
に
触

れ
軽

い
火
傷

を
し

た
。
オ

ロ
ナ

イ
ン
軟
膏

で
応

急
処

置
し

、
大

事
に
至

ら
な

か
っ

た
が

、
も

う
少

し
勢

い
が

あ
っ

た
ら

ス
ト

ー
ブ
上

に
湯

の

入
っ

た
「
ヤ
カ

ン
」
も

あ
っ

て
ゾ

ッ
と

し
た

。
何

が
起

き
る

か
、
何
処

に
リ

ス
ク

が
あ

る
か
判

ら
な

い
。

ス
ト

ー
ブ

を
囲
む

柵
の

設
置

も
課
題

と
し

た
。
 

志
納

金
六

千
円

回
収

、
年
末

年
始

３
人

が
利

用
し

た
よ

う
だ

。
 

小
雨

も
止

ま
ず

１
２

時
半

前
に

は
下

山
し

、
登

山
口

に
着

く
頃

に
は

雨
が

止
ん

で
い

て
、

１
３

時
に
帰

路
に

着
い

た
。

 

 
 

 

下
山

時
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

で
 

モ
ノ

レ
ー

ル
カ

バ
ー

掛
け

 

 帰
宅

後
、
畑
林
清

ち
ゃ

ん
と

話
し

た
ら

、
田

中
律

子
さ

ん
が

行
仙

宿
で

カ

マ
ド

を
使

用
し

た
時

は
、
退

宿
前

に
必
ず

カ
マ

ド
周

り
に
水

を
か

け
て

い
た

話
を
伺

っ
た

、
我
々

も
細
心

の
注
意

が
必
要

で
あ

る
。

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
7
:
3
0
→
8
:
5
0
登

山
口
8
:
5
5
→
9
:
4
0
行

仙
宿
1
0
:
0
5
→
作
業
→
1
1
:
0
0

行
仙

宿
(
昼
食

)
1
2
:
2
0
→
1
2
:
5
0
登

山
口
1
3
:
0
0
→
1
4
:
2
5
新

宮
。

 

 翌
日

、
下
北

山
村
役
場

の
上

平
君

よ
り

電
話

が
入

り
、
４

２
５

号
線

の
実

利
行

者
分
骨
碑
近

辺
で

大
規
模

な
工

事
を

や
る

。
２

月
４

日
～

３
月

２
２

日

迄
の

間
、

日
曜

・
祭

日
・
夜

間
も

全
面
通

行
止

め
で

歩
行
通

行
も

出
来

な
い

と
の

こ
と

。
２

１
世
紀

の
森
～
白
谷

ト
ン
ネ
ル
東
口

間
の
冬
期
通

行
規
制

(
３

月
７

日
迄

)
も

あ
っ

て
、

し
ば

ら
く

行
仙

宿
へ

も
笠
捨

山
登

山
も

出
来

な
い

。
 

尚
、

２
月

３
日

の
行

仙
宿
巡

回
と
旧
逓

信
道

・
浦

向
道
踏
査

の
行

事
は

、

実
行

し
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
記

；
沖

﨑
、
写
真

；
川

島
）

 

 
 


